
項 ⽬ 内 容

名称 イチョウ (銀杏・公孫樹) 、ギンナン、ハクカ [英]Ginkgo、Ｇinkgo、

Maidenhair tree [学名]Ginkgo biloba L.

概要 イチョウは、中国原産で、⽇本でも数多く栽培されている落葉⾼⽊である。中国や

⽇本では種⼦を漢⽅として古くから利⽤しており、中国では紀元前2600年に既に喘

息や気管⽀炎に⽤いていたという記録がある。イチョウの中国語名は「銀杏」「⽩

果」「公孫樹」であり、中薬ではその種⼦のみを⽤いている。近年、イチョウの緑

葉から調製したエキスの有効性に関する研究が国内外で実施され、イチョウの情報

は、ほとんどがイチョウ葉エキスとなっている。ここではイチョウ葉エキス以外に

ついて述べる。

法規・制度 ■⾷薬区分

・種⼦、葉︓「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質

(原材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質

分析法 ・銀杏中毒患者の⾎清中の4-O-メチルピリドキシンHPLCを⽤いた分析法が報告さ

れている (PMID:15056852)。

有効性

ヒ

ト

循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=15056852&dopt=Abstract


で

の

評

価

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当らない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当らない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当らない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当らない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当らない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当らない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当らない。
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